
西九州自動車道唐津伊万里道路の工程管理について

～『いきいき現場向上会議』の活用～

九州地方整備局 佐賀国道事務所

建設監督官 山下正昭

平成23年度 第２回技術研修会



１．西九州自動車道の概要

・ 高規格幹線道路網の一環で福岡市から唐津市・伊万市・佐世保市
を経て武雄市に至る延長約150kmの自動車専用道路

唐津道路

唐津伊万里道路

伊万里道路

伊万里松浦道路



1-1 唐津伊万里道路の概要

・ 現在、福岡県側より唐津ＩＣ
までの10.4kmを供用中

・ 平成２３年度末に千々賀山田ＩＣ【仮称】
までのＬ＝４．５Ｋｍ供用予定

・ 平成２５年度中に北波多ＩＣ【仮称】
までＬ＝３．５Ｋｍ供用予定

・平成２６年度中に谷口ＩＣ【仮称】
までＬ＝４．８Ｋｍ供用予定

工事箇所



平成23年2月22日撮影 航空写真

唐津ＩＣ

千々賀山田ＩＣ(仮称)

L=4.5km



平成22年12月1日撮影 航空写真



平成22年12月1日撮影 航空写真



平成22年12月1日撮影 航空写真



平成22年12月1日撮影 航空写真



平成22年12月1日撮影 航空写真



延長Ｌ＝360m
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凡例

参加期間

チーフ

いきいき現場向上会議参加業者
発注者側

受注者側

技術副所長、工務課長、建設監督官、専門官、設計係長、担当技官

23年7月より県道嵩上げ工事の県土木事務所、受注業者も参加

H22.2 いきいき現場向上会議の立ち上げ



いきいき現場向上会議状況写真

出席者 発注者 ：末岡技術副所長・伊藤工務課長・山品専門官・田中設計係長平野技官
唐津監督官詰所：山下監督官・川村・児玉 担当技術者

請負者 ：牟田建設㈱ (野中監理技術者) 笠原建設㈱ (川添監理技術者)
㈱山﨑建設 (山田現場代理人) 唐津土建工業㈱(宮崎監理技術者、伊藤土木部長)
㈱下村建設 (大庭現場代理人)

発注者

受注者

ライブカメラ



２．これまでに議論された内容

（2-1）掘削計画の作成

（2-2）計画と実績の比較検討

（2-3）搬出ルートの検討

（2-4）函渠工設計変更の検討

（2-5）法面処理の検討



• 後発工事の施工を見込んだ掘削計画の修正
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掘削計画の検討

変更掘削範囲

当初掘削範囲

変更掘削範囲
仮設道路として
使用

仮設道路



上段：Ａ工事
中段：Ｄ工事
下段：Ｇ工事

上段：Ｂ工事
中段：Ｅ工事、Ｆ工事
下段：Ｉ工事
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下段：Ｊ工事
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→→→→ﾀﾀﾀﾀﾞ゙゙゙ﾝﾌﾝﾌﾝﾌﾝﾌﾟ゚゚゚360360360360台台台台////日日日日
→→→→1111分分分分にににに1111台台台台

・・・・施工時施工時施工時施工時はははは運搬運搬運搬運搬のののの妨妨妨妨げげげげ
・・・・完成後完成後完成後完成後はははは運搬路運搬路運搬路運搬路になるになるになるになる
→→→→工程上工程上工程上工程上クリティカルクリティカルクリティカルクリティカル

※※※※岩質岩質岩質岩質によりによりによりにより変化変化変化変化火薬

リッパ
バックホウ

掘削能力掘削能力掘削能力掘削能力

軟岩軟岩軟岩軟岩（（（（リッパリッパリッパリッパ掘削掘削掘削掘削））））

土砂土砂土砂土砂（（（（バックホウバックホウバックホウバックホウ掘削掘削掘削掘削））））

中硬岩中硬岩中硬岩中硬岩
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55,000 土砂

25,000 軟岩

0 中硬岩

80,000 合計

13,000 土砂

42,000 軟岩

0 中硬岩

55,000 合計

18,000 土砂

38,000 軟岩

0 中硬岩

56,000 合計

…

0 土砂

28,000 軟岩

12,000 中硬岩

40,000 合計

0 土砂

25,000 軟岩

13,000 中硬岩

38,000 合計

… 7,200 400

7,200 400
⑨ Ｉ工事 ○

… 10,800 600

600

掘削量合計

③ Ｃ工事 ○

⑩ Ｊ工事

10,800

400

600 … 7,200 400

28,800 1,600 … 7,200

…

9,600

○

計画
実施県

道

搬出方向

9,600

市
道 日当り

600 …

5009,000

日当り

9,000 500

工事名

Ａ工事

○

…

600

①

平成２２年度

No

月当り

土量
合計

平成２３年度

３月２月

… ２月 ３月４月

月当り

３月… １月

月当り 日当り

② Ｂ工事 ○

10,800

7,200 400

7,200 400

9,600

0 0 …

600 …

市道
方向

県道
方向

合計

合計

舗
装
工
事

付
属
物
設
置
工
事

電
気
通
信
関
係
工
事

土砂掘削計画表

軟岩軟岩軟岩軟岩：：：：500m3/500m3/500m3/500m3/日日日日

中盤中盤中盤中盤

中硬岩中硬岩中硬岩中硬岩：：：：400m3/400m3/400m3/400m3/日日日日
終盤終盤終盤終盤

最初最初最初最初にににに現実現実現実現実によりによりによりにより
近近近近いいいい形形形形のののの工程表工程表工程表工程表をををを
作成作成作成作成することがすることがすることがすることが重要重要重要重要

搬出能力搬出能力搬出能力搬出能力のののの検討検討検討検討

土砂土砂土砂土砂：：：：600m3/600m3/600m3/600m3/日日日日序盤序盤序盤序盤
※※※※現場聞現場聞現場聞現場聞きききき込込込込みよりみよりみよりみより
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土砂掘削量（計画と実績）の比較

％％％％でででで進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況のののの把握把握把握把握

上段上段上段上段にににに計画計画計画計画

下段下段下段下段にににに実績実績実績実績

【想定外の遅れ】
地元からの苦情

中硬岩が早めに出てきた

いきいきいきいきいきいきいきいき現場現場現場現場でででで
フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ

【【【【フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップ案案案案】】】】

・・・・計画計画計画計画のののの遅延遅延遅延遅延をををを防防防防ぐぐぐぐ
→→→→土砂運搬土砂運搬土砂運搬土砂運搬ルートルートルートルートのののの検討検討検討検討

・・・・更更更更なるなるなるなる工期短縮案工期短縮案工期短縮案工期短縮案
→→→→函渠工設計変更函渠工設計変更函渠工設計変更函渠工設計変更のののの検討検討検討検討





平成22年12月1日撮影 航空写真

千々賀山田ＩＣ(仮称)

県道千々賀神田線

大規模掘削箇所



8月10日の掘削状況





8月26日の掘削状況





凡例

盛土工事へ運搬

仮置き場へ運搬

土捨て場へ運搬



土砂搬出ルートの検討

工事箇所

仮置き場 ＡＡＡＡルートルートルートルート
L=18.2km

【【【【受注者提案受注者提案受注者提案受注者提案】】】】
・・・・新新新新ルートルートルートルートのののの提案提案提案提案
→→→→ダンプダンプダンプダンプのののの分散分散分散分散
・・・・ビデオビデオビデオビデオ撮影撮影撮影撮影によるによるによるによるルートルートルートルート説明説明説明説明
→→→→カーブミラーカーブミラーカーブミラーカーブミラー等安全対策等安全対策等安全対策等安全対策
道幅道幅道幅道幅・・・・離合箇所等離合箇所等離合箇所等離合箇所等のののの確認確認確認確認

ＢＢＢＢルートルートルートルート

L=19.2km

苦情あり
（ﾀﾞﾝﾌﾟの渋滞・騒音）

ＣＣＣＣルートルートルートルート
L=23.3km



搬出ルートの検討
全体土配図による運搬管理

月別全体土配表



全体土配図

千々賀交差点

伊万里方面

唐津方面

国
道
２
０
２
号
線

山本方面

神田方面

県道千々賀神田線

国
道
４
９
７
号
線



唐津・伊万里監督官内合同土運搬会議

伊万里監督官内請負業者

唐津監督官内請負業者

出席者 発注者 ：唐津監督官 ：山下監督官・川村・児玉 担当技術者
伊万里監督官 ：案浦監督官・田崎・ 担当技術者

請負者 ：唐津監督官内請負業者 ：6業者
伊万里監督官内請負業者：8業者



函渠工設計変更の検討

函函函函渠渠渠渠工工工工

（（（（元元元元：：：：現場打現場打現場打現場打ちちちち））））

【【【【発注前発注前発注前発注前にににに問題発覚問題発覚問題発覚問題発覚】】】】
周辺周辺周辺周辺のののの掘削掘削掘削掘削でででで中硬岩中硬岩中硬岩中硬岩がががが想定以上想定以上想定以上想定以上にににに高高高高くくくく出出出出てきたてきたてきたてきた
→→→→現場打現場打現場打現場打ちではちではちではちでは発破掘削発破掘削発破掘削発破掘削のののの影響影響影響影響をををを受受受受けるけるけるける

・・・・現場施工中現場施工中現場施工中現場施工中はははは運搬運搬運搬運搬のののの妨妨妨妨げとなるげとなるげとなるげとなる
・・・・完成完成完成完成するとするとするとすると橋梁橋梁橋梁橋梁をををを通通通通ってってってって運搬運搬運搬運搬できるできるできるできる
→→→→工期工期工期工期にににに大大大大きくきくきくきく影響影響影響影響！！！！

【【【【受注者提案受注者提案受注者提案受注者提案】】】】
・・・・現場打現場打現場打現場打ちからちからちからちからプレキャストプレキャストプレキャストプレキャストへへへへ
函渠工函渠工函渠工函渠工のののの設計変更設計変更設計変更設計変更
→①→①→①→①発破発破発破発破のののの影響影響影響影響をををを防止防止防止防止
②②②②工期短縮工期短縮工期短縮工期短縮

至至至至伊万里市伊万里市伊万里市伊万里市

至至至至福岡県福岡県福岡県福岡県

現場打設作業 養生期間

工場製作期間 現場据付作業

４ヶ月 ５ヶ月 ６ヶ月

新 プレキャスト形式

函　渠　形　式
２ヶ月 ７ヶ月３ヶ月

元 現場打ち形式

施　工　期　間

１ヶ月

現場工期現場工期現場工期現場工期：：：：７７７７ヶヶヶヶ月月月月

現場工期現場工期現場工期現場工期：：：：３３３３ヶヶヶヶ月月月月

４４４４ヶヶヶヶ月短縮月短縮月短縮月短縮

【【【【コンサルコンサルコンサルコンサル検討及検討及検討及検討及びびびび設計修正設計修正設計修正設計修正】】】】

※現場に影響なし



8月26日の掘削状況(ONランプBOX床堀)



法面保護の検討

平成22年10月撮影

中抜け箇所



法面対策のマニュアル化

当初設計 ・植物誘導吹きつけｔ=5cm、8cm

変更により ・砂質土、軟岩Ⅰ
植生工 ｔ=5cm、8cm

・浮石が発生しやすい
長繊維補強土工t=20cm

・くさび状の抜け落ちが多い
・岩盤の周辺で土砂化している箇所
長繊維補強土工t=20cm+鉄筋挿入L=2.5m



①より現実的な施工計画立案
及び 円滑な工程管理

②速やかな方針決定

会議会議会議会議のののの効果効果効果効果

③相互の信頼関係の構築
及び 供用への意識向上

④対外対応に対する情報共
有



①掘削工程管理に併せた法面保護工の工程管理

②今後施工予定である舗装工事、付属物設置工事、
電気通信関係工事、県道の嵩上げ工事について、
細部の施工計画及び工程管理の徹底

今後今後今後今後のののの議論内容議論内容議論内容議論内容

③引き続き新技術の活用や掘削方法及び
運搬ルートの工夫等あらゆる提案を出し合い、
更なる工期短縮を図る


